
 里塚霊園清掃草刈等維持管理業務仕様書 
令和 6 年度版 

 

里塚霊園清掃草刈等維持管理業務の内容については、以下のとおりとし、併せて

札幌市（以下「委託者」という。）と本業務を受ける者（以下「受託者」という。）

との間に必要な事項を定め、当霊園の適正な管理を行うことを目的とする。 

 

【業務施行場所】 

札幌市里塚霊園（札幌市清田区里塚 468 番地外（別紙 1・2 のとおり）） 

 

【委託期間】 

令和 6 年 4 月 1 日から令和 6 年 11 月 30 日まで 

 

【業務実施回数、数量及び時期】 

別紙 3 のとおり 

 

業務内容 

 

１ 草刈 

ア  美観を損なうことのないよう、指定された区域全域を指定された回数行うこと

（別紙 3 参照）。 

イ  草丈は 4ｃｍ前後に仕上げること。 

ウ  樹木や株物の周辺、施設等の縁など、機械刈りが困難な場所については、これ 

らを傷つけない方法（手刈り等）で行うこと。 

エ  区域に影響する笹などの自然草や雑木等の小枝も同様に刈り払うこと。 

オ  機械刈りを行う際は、作業区域内に安全設備等を設置し作業すること。また、 

小石などの飛散防止対策を講じること。 

カ  刈り取った草の処理は速やかに行い、十分乾燥させた上、受託者が札幌市指定 

処理場に運搬し処分すること。 

 
２ 園路草取り 

ア  美観を損なうことのないよう、指定された区域全域を指定された回数行うこと

（別紙 3 参照）。  
イ  抜き取り型除草を基本とし、除草後は必要に応じて園路の補修を行うこと。  
ウ  抜き取った草の処理は速やかに行い、十分乾燥させた上、特に指定された場合  

を除き、受託者が札幌市指定処理場に運搬し処分すること。  
 
３ 供物・供花下げ 

ア  美観を損なうことのないよう、指定された区域全域を指定された回数行うこと

（別紙 3 参照）。 

イ  墓地区画内の供物及び供花（枯れ花）等を収集し、札幌市が定めた種類（別記  
参照）ごとに分別の上、園内所定のゴミ集積所へ運搬すること。  

ウ  供えて間もない供物及び枯れていない供花等をすぐに下げることのないよう、 
十分注意の上作業すること。  

エ  貴重品等落とし忘れたと思われる拾得物については処分せず、業務員に報告し  



指示を仰ぐこと。  
 
４ 枝・草置き場の清掃及び収集 

ア  各水汲み場近くに設置している「枝・草置き場」（看板を設置）の清掃を行い、  
置かれた枝、草、ゴミ等を札幌市が定めた種類（別記参照）ごとに分別し、枝  
については 1ｍ程度に切断した上で園内所定のゴミ集積所へ運搬すること。  

イ  美観を損なうことのないよう、指定された回数を行うこと（別紙 3 参照）。  
ウ  空骨箱を回収する際は、骨箱内に遺骨及び死体火葬許可証が入っていないかを  

必ず確認するとともに、万が一発見した場合は、直ちに業務員に報告すること。  
 
５ 道路園路・芝生・駐車場の清掃 

ア  美観を損なうことのないよう、指定された回数を行うこと（別紙 3 参照）。  
イ  清掃により集められた塵芥等は、札幌市が定めた種類（別記参照）ごとに分別  

し、園内所定のゴミ集積所へ運搬すること。  
ウ  春一回目の清掃は、越冬した落ち葉清掃も含め一般の拾い集め型を基本とし、

必要に応じ熊手、レーキ等による掃き型清掃も実施すること。  
エ  不法投棄物、放置車両及び不審車両等を発見した場合は、速やかに業務員に報  

告し指示を仰ぐこと。  
オ  落し物と思われる拾得物については処分せず、業務員に報告し指示を仰ぐこと。 

 

６ 側溝等の清掃 

ア  園内すべての側溝清掃を業務期間厳守のうえ指定された回数実施すること

（別紙 3 参照）。 

イ  排水溝及び雨水枡（水汲み場の溜枡を含む。）の泥上げを行い、速やかに園内 

所定のゴミ集積所へ運搬すること。 

ウ  清掃により集められた塵芥等は、札幌市が定めた種類（別記参照）ごとに分別 

し、園内所定のゴミ集積所へ運搬すること。 

エ  落し物と思われる拾得物については処分せず、業務員に報告し指示を仰ぐこと。 

 

７ トイレの清掃 

ア  霊園内のトイレ（管理事務所内を除く）について、美観を損なうことのないよ  
う、指定された回数を行うこと（別紙 3 参照）。  

イ  ゴミの収集、扉・個室の衝立・仕切り板等隔て部分の拭き掃除、洗面台・鏡・ 
窓の拭き掃除、衛生陶器の洗浄及び汚物収集など、全面水拭きを行い、適宜、  
衛生消耗品の補充及び消臭剤等の投与を行うこと。  

ウ  清掃により集められた塵芥等は、札幌市が定めた種類（別記参照）ごとに分別  
し、園内所定のゴミ集積所へ運搬すること。  

エ  落し物と思われる拾得物については処分せず、業務員に報告し指示を仰ぐこと。 
オ  衛生消耗品（トイレットペーパー等）及び消臭剤等は委託者の負担とする。  

 

８ あずま屋・休憩所の清掃 

ア  美観を損なうことのないよう、指定された回数を行うこと（別紙 3 参照）。  
イ  腰掛等の設備は、不都合なく使用できるようにすること。  
ウ  清掃により集められた塵芥等は、札幌市が定めた種類（別記参照）ごとに分別  

し、園内所定のゴミ集積所へ運搬すること。  
エ  落し物と思われる拾得物については処分せず、業務員に報告し指示を仰ぐこと。 

 

９ 記念碑等の清掃（記念碑 9 箇所・供養塔・六地藏） 

ア  美観を損なうことのないよう、指定された回数を行うこと（別紙 3 参照）。  
イ  供物及び供花（枯れ花）等を収集し、札幌市が定めた種類（別記参照）ごとに  



分別し、園内所定のゴミ集積所へ運搬すること。  
ウ  雑草が生えているときは、抜き取り除草又は刈り込みをすること。  
エ  貴重品等落とし物と思われる拾得物については処分せず、業務員に報告し指示  

を仰ぐこと。  
 
10 樹木の剪定・伐採・下枝取り 

ア  民地、道路及び墓石等施設に影響する樹木について、剪定・伐採・下枝取りを 

実施すること。なお、園路や墓石施設に影響する樹木については、7 月 31 日ま 

でに剪定等を終わらせること。 

イ  雑木等樹木により他施設等に支障がある区画を発見又は通報があったときは、 

業務員に報告し、その指示により、剪定・伐採等をすること。 

ウ  剪定の樹形及び実施時期等については業務員の指示によること。 

エ  倒木の危険性が高い樹木を発見又は通報があったときは、直ちに業務員に報告 

し、その指示により、速やかに剪定または伐採すること。また、強風等により 

倒れた樹木を発見又は通報があったときも同様とする。 

オ  道路上の作業及び高所作業車等を使用する際は、誘導員による安全対策を実施 

すること。 

カ  剪定した樹木については、１ｍ程度に切断すること。 

キ  剪定・下枝取りで出た枝葉の処理は速やかに行い、特に指定された場合を除き、 

受託者が札幌市指定処理場に運搬し処分すること。 

 
11 生垣・植込みの刈込み 

ア  モミジ類、イチイ、ツツジ類、メギ、ユキヤナギ、レンギョウ、ニシキギ、ネ 

グンドカエデ等の生垣・植込みの刈込みは、7 月 1 日～7 月 31 日までと 10 月 1 

日～10 月 31 日までの間に行うこと（別紙 3 参照）。 

イ  刈り込んだ枝葉は、特に指定された場合を除き、受託者が札幌市指定処理場に  
運搬し処分すること。  

ウ  生垣の仕上がり寸法は、下表を基準とし、特別の場合は業務員の指示によるも  
のとする。なお、植込みについては、業務員との協議事項とする。  

 
（単位：ｍ）  

高さ  0.6 1.2 2.5 

幅  0.3～0.4 0.5～0.6 0.7～0.8 
 

エ  四つ目垣等の補修・撤去等は業務員と協議し、指示に従うこと。  
オ  生垣の刈込みは道路周辺の作業が多いので、安全対策を十分に行うこと。  

 
12 冬囲いの撤去及び設置 

ア  4 月 1 日～30 日までに撤去し、設置は 11 月 1 日～28 日までの間で実施するこ 

と（別紙 3 参照）。 

イ  冬囲いで使用した縄、竹、焼丸太等を撤去する際は、再利用が可能となるよう 

破損させないよう十分注意して取り扱うこと。 

ウ  縄、竹、焼丸太等は、春に撤去し再利用が可能であるものを極力使用し、破損 

等により不足が生じた場合は、受託者において補充すること。 

エ  六地蔵堂においても、4 月 1 日～30 日までに開放し、11 月 1 日～28 日までの 

間で閉鎖すること。 

 
13 園路及び石垣等施設の補修 

ア  園路及び石垣の不具合で支障があるものを発見又は通報があったときは、直ち  
に業務員に報告し、その指示により、別紙 3 を目安に補修をすること。  



①  園路補修は、主に陥没、剥離及び木の根による盛り上り等を原因とするアスフ  
ァルト補修を言い、木の根の伐根も含む。  

②  石垣補修は、一般的な石垣の崩落、剥離及び石積みの階段の崩れ等の補修を言  
い、当該石の再利用ができないときは、モルタル等による補修を行う。  

イ  側溝及び給水設備等の施設の補修については、業務員との協議又は指示に従い  
対応すること。  

ウ  このことに係る原材料については、原則、委託者の負担とする。  
 
14 ハチの駆除及び巣の撤去 

ア  園内でハチの飛来若しくは巣を発見又は通報があったときは、直ちに業務員に  
報告し、その指示により、駆除のための薬剤散布及び巣への出入りを予防する  
応急処置又は巣の撤去すること。  

イ  業務員から駆除及び巣の撤去の指示があったときは、業務員と作業方法等を十  
分打ち合わせるとともに、下記事項について十分注意して作業すること。  

①  基本的に駆除及び巣の撤去するハチについては、その種類を問わない。  
②  作業者は、ハチの攻撃に対して防御効果のある防護服、ヘルメット、手袋、  

長靴などを着用すること。防護服については、受託者が用意すること。  
③  駆除及び巣を撤去する際は、墓参者や周辺住民に対し危害が及ばないよう十  

分周知するとともに、作業周辺に近づかないように安全対策をとること。  
④  作業は、基本的にハチの行動する時間外に行うことが望ましい。  
⑤  駆除及び巣の撤去に薬剤が必要な場合は、使用する薬剤についてあらかじめ  

業務員の承認を得ること。なお、薬剤は受託者が用意するものとする。  
⑥  駆除及び巣の撤去後、戻りバチ等で墓参者や周辺住民等に危害の及ぶ恐れの  

あるときは、その周辺に近づかない措置を引き続き講じること。  
⑦  前項の措置を解除するときは、業務員の承認を得ること。  
⑧  撤去した巣の処分は、業務員の指示によること。  

 
15 カラスの巣の撤去 

ア  カラスが子育てをする春から初夏にかけて、園内の樹木等に営巣し、墓参者等  
に危険が及ぶと判断された場合や実際に墓参者等を威嚇・攻撃しているのを発  
見したとき又はその通報があったときの解決の一手段として、巣を撤去する。  

イ  撤去にあたっては、下記事項について十分注意して作業すること。  
①  高所等作業には危険が伴うため、安全管理には十分注意すること。  
②  巣の撤去を行うときは、「鳥獣捕獲等又は鳥類の卵の採取等」の従事者証を携  

帯し、関係者等から求められた場合は提示すること。また、札幌市より配布さ  
れた指定の腕章（鳥獣捕獲用）を着用すること。  

③  配布された腕章及び従事者証は、この許可期間満了後に返還すること。  
④  撤去する際には、墓参者や周辺住民等に危害が及ばないよう十分周知すると  

ともに、墓参者等が作業場所周辺に近づかないように安全対策をとること。  
 

16 アリの対策・駆除 

ア  園内共有部分のうち、墓所及び墓参者に影響を及ぼすアリの巣を発見したとき  
又はその通報があったときは、直ちに業務員に報告し、その処理について指示  
を仰ぐこと。  

イ  業務員から駆除の指示があった場合には、墓参者等に十分注意を払い作業する  
こと。  

ウ  駆除の際に薬剤が必要な場合には、使用する薬剤についてあらかじめ業務員の  
承認を得ること。なお、薬剤は受託者が用意するものとする。  

 
 



17 花壇管理 

ア  花植え、薬剤散布、灌水及び除草等により花壇を管理すること。 

イ  除草は、抜き取り除草を基本とし、除草後は整地及び清掃を行うこと。 

ウ  花植えは、5 月 21 日から 6 月 10 日の間に実施し、植え込み時に十分な灌水を 

行うこと（別紙 3 参照）。 

エ  花植えに用いる花苗の種類は、別紙３のとおりとし、受託者が用意すること。

また、花苗は、病害虫等の被害のない発育良好なものを用いること。 

 
18 落ち葉清掃 

ア  落ち葉清掃は、春一回目の清掃期間の 5 月 11 日～5 月 31 日までと、10 月 15 

日～11 月 25 日間で園内に蓄積された落ち葉を集積し、美観を損なうことのない 

よう適正に処理すること（別紙 3 参照）。 

イ  作業は拾い集め型を基本とし、必要に応じ熊手、レーキ等による掃き型清掃を 

実施すること。 

ウ  集積した落ち葉の処理は速やかに行い、特に指定された場合を除き、受託者が 

札幌市指定処理場に運搬し処分すること。 

 

19 スノーポールの撤去及び設置 

ア  スノーポールの撤去は 4 月末までに実施し、再利用が可能となるよう破損させ 

ないよう十分注意して作業すること（別紙 3 参照）。 

イ  設置は 11 月末までに実施し、春に撤去し再利用が可能であるものを極力使用 

し、破損等によりスノーポールに不足が生じた場合は、受託者において同等品 

を補充すること。 

ウ  束石（スノーポールを立てる土台となる石）の設置については、業務員との協 

議又は指示に従い、自動車及び墓参者等の通行の支障とならず、後の除雪作業 

に最も有効な位置に設置すること。また、撤去の際も、業務員との協議又は指 

示に従い、支障のない元の位置に置き戻すか又は所定の場所へ運搬すること。 

エ  破損又は不足等による束石の補充については、業務員と協議のうえ双方で対応 

することとする。 

 

20 水汲み場等の水出し及び水落し 

ア  園内の水汲み場及びトイレ等給水設備の水出しについては、4 月下旬までに業 

務員と協議のうえ蛇口の取り付けも含め実施し、水落しについては、11 月中旬 

頃を目安に業務員と協議のうえ蛇口の取り外しも含め実施すること（別紙 3 参 

照）。 

イ  漏水・破損等を発見した場合は、速やかに業務員に報告すること。 

 

21 トイレの開放及び閉鎖 

ア  駐車場トイレを除く 4 箇所のトイレを、4 月下旬までに業務員と協議のうえ使 

用できるように開放し、11 月中旬頃を目安に業務員と協議のうえ閉鎖する（別 

紙 3 参照）。 

イ  駐車場トイレの開放及び閉鎖については、業務員の指示に従い行うこと。 

ウ  破損等を発見した場合は、速やかに業務員に報告すること。 

 

22 枝・草置き場看板の設置及び撤去 

ア  4 月末までに水汲み場近くに設置し、11 月中旬頃を目安に業務員と協議のうえ 

撤去する（別紙 3 参照）。 

イ  破損等を発見した場合は、速やかに業務員に報告すること。 

 

 



23 手桶等及び手桶台の設置及び撤去 

ア  4 月末までに水汲み場近くに設置し、11 月中旬頃を目安に業務員と協議のうえ 

撤去する（別紙 3 参照）。 

イ  破損等を発見した場合は、速やかに業務員に報告すること。 

 

24 巡回点検 

ア  園内の状況を随時把握するため、指定された回数、園内全域の各施設の巡回点  
検を実施すること（別紙 3 参照）。  

イ  巡回中、施設等に異常が認められた場合は、状況により事故の発生、拡大等防  
 止のための応急措置を行い、直ちに業務員に報告すること。  
ウ  重要な点検項目は下記のとおりとし、異常があった場合は、直ちに業務員に報  

告し指示を仰ぐこと。  
①  墓碑の状況…墓碑等の損傷・損壊等  
②  樹木の状況…墓碑、墓参者、標識、電線及び隣接地などへの支障状況等  
③  施設の状況…トイレ、あずま屋、水汲み場等施設の破損等、ゴミ集積所の整  

理（分別）状況及び無断使用等損壊状況等  
④  看板の状況…標識・看板、車止め、フェンス等の破損状況等  
⑤  そ の 他…不法侵入車両、不法投棄物、不審車両、不審人物等の情報等  

 

25 盆・彼岸対策 

  盆期間は 8 月 9 日～16 日の 8 日間、彼岸期間は 9 月 22 日～23 日の 2 日間とす 

る。日程に変更があった場合には、その旨業務員より連絡する（別紙 3 参照）。 

(1)  交通規制等看板の取り付け・撤去 

ア 業務員の指示に従い、盆及び彼岸時期に実施する交通規制等の標識等看板  
の取り付け及び撤去を行うこと。  

イ 作業中は、誘導員等による安全対策を行うこと。  
(2)  車止めの撤去・設置 

業務員の指示に従い、駐車場等の車止めの設置及び撤去を行うこと。 

(3)  交通規制テープの設置・撤去 

3 期 1 号及び 2 期 1 号外周の駐車禁止規制テープの設置及び撤去を行うこと。 

(4)  バス停のテント張り 

業務員の指示に従い、バス停 2 箇所にテントを張ること。 

(5)  ハチの調査 

盆及び彼岸時期は、墓参者が極端に増えることから、ハチによる被害を未然に

防ぐため、事前に墓域内のハチの飛来状況を調査し、巣を発見した場合は、上記

14 のとおり処理すること。 

(6)  手桶の整理整頓 

ア 期間中は毎日各水汲み場の手桶台に適数を用意すること。 

イ 期間中適宜巡回点検を実施し、数に偏りがでないよう整理すること。 

(7)  清掃等 

盆、彼岸期間中は、毎日以下の作業を実施すること。 

ア 供物下げ・・盆期間中は随時、彼岸はその前後（墓参者に配慮すること） 

イ 枝・草・ごみ収集・・盆、彼岸とも毎日最低 1 回 

ウ 駐車場清掃・・盆、彼岸とも毎日最低 1 回 

エ トイレ清掃及び衛生消耗品（ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ等）補充（仮設トイレ含む） 

盆は毎日最低 2 回、彼岸は毎日最低 1 回 

オ あずまや清掃・・盆、彼岸とも毎日最低 1 回 

カ 記念碑等清掃・・盆、彼岸とも毎日最低 1 回 

(8)  その他、業務員から指示があった場合には、その指示に従うこと。  
26 空骨箱置場の整理 



毎日、空骨箱置場に置かれた空骨箱等を、札幌市が定めた種類（別記参照）ご

とに分別し、園内の所定場所へ運搬すること。その際、骨箱の中に「遺骨」及び

「死体火葬・埋葬許可証」が入っていないことを必ず確認すること。また、年数

回実施する陶器製骨壺の廃棄物運搬車への積み込み作業を応援すること。  
 
27 空き区画の草刈等清掃 

ア  空き区画（返還区画や無施設区画、造成残予備区画等、墓碑等施設が未建立で 

ある区画全般を指す）の草刈等清掃を行い、区画内を常に良好な状態に保持す 

ること。 

イ  美観を損なうことのないよう、指定された回数草刈等を行うこと（別紙 3参照）。 

ウ  清掃により集められた塵芥等は、札幌市が定めた種類（別記参照）ごとに分別 

し、園内所定のゴミ集積所へ運搬すること。 

 
28 その他 

ア  業務により排出された刈草、樹木、枝葉及び落葉は、上記のとおり、すべて受  
託者の責任において適正に処分すること。  

イ  業務上知り得た秘密は、他に漏らさないこと。  
ウ  上記にない事項等については、業務員との協議又は指示に従い実施すること。                         



管 理 

１ 業務員 

委託者は、受託者の業務履行のため、必要な連絡指導等を行う業務員を定め、

受託者に通知するものとする。  
 
２ 業務着手届 

受託者は、業務を着手したときは業務着手届（別紙 4）を委託者へ提出しなけれ

ばならない。  
 
３ 従事者要件 

(1) 現場代理人及び主任技術者 

ア 受託者は、業務履行のため、現場代理人及び主任技術者を指名し、業務着手 

届と同時に、現場代理人及び主任技術者指定通知書（別紙 5）、経歴書（別紙 6） 

及び恒常的な雇用関係を確認できる書類（健康保険証の写し等）を提出しなけ 

ればならない。変更が生じたときも同様とし、現場代理人及び主任技術者変更 

通知書（別紙 7）を提出し、審査を受けなければならない。 

イ 現場代理人及び主任技術者は、これを兼ねることができる。 

ウ 受託者は業務の履行にあたり、現場代理人を現場に常駐させ、作業従事者に 

適切な指示や指導を行うこと。 

 (2)  作業従事者 

 ア 受託者は、業務を遂行するにあたり、以下の講習を修了した者を含む作業従 

事者を配置すること。 

①  刈払機取扱作業者安全衛生教育を修了した者 

②  伐木等の業務に係る特別教育を修了した者 

③  高所作業車運転技能講習を修了した者 

イ 受託者は、業務着手届日までに、作業従事者名簿（別紙 8）（氏名、従事業務、 

資格を明記）、従事者要件に示した講習修了証の写しを委託者へ提出しなければ 

ならない。なお、講習にかかる費用については、受託者の負担において実施す 

ることとし、業務着手届日までに講習の受講をしていること。なお、変更が生 

じたときも同様とし、作業従事者名簿（変更）及び講習修了証の写しを提出し 

なければならない。 

(3) 上記(1)(2)の書面確認において疑義が生じた場合にあっては、受託者は、上記書 

面のほか、契約約款第 16 条第 2 項の規定に基づき、受託者が保管する雇用契約書、 

賃金台帳、出勤簿その他の労務管理に係る書類を委託者に提出すること。 

 

４ 業務日程表 

受託者は、業務着手届日までに、業務日程表を委託者へ提出すること。  
また、何らかの事由により日程に重要な変更が生じたときも同様とする。  

 

５ 業務日誌及び写真 

受託者は、業務履行に際し、業務日誌（別紙 9）に数量等業務の履行状況を記 

載し、業務員の確認を受け、毎月末に委託者へ提出しなければならない。また、 

毎月末に業務実施写真（実施前、実施中、実施後）を添付し、委託者へ提出しな 

ければならない。業務実施写真について、業務内容 1 草刈、2 園路草取り、11 生 

垣・植込みの刈込みについては、各エリア（1 期～6 期）の実施箇所及び実施日を 

明示し、それ以外の季節的な作業については、実施箇所及び実施日を明示するこ 

と。 

 
 



６ 業務完了届 

受託者は、期別の業務が完了したときは、速やかに業務完了届（別紙 10）を委

託者に提出しなければならない。 

 
７ 官公庁等への手続き 

業務履行のため必要な関係官公庁その他に対する諸手続きは、受託者において

迅速に処理しなければならない。また、関係官公庁その他に対して、交渉を要す

るとき又は交渉を受けたときは、速やかに業務員に申し出て協議しなければなら

ない。  
 

８ 諸法規の遵守 

受託者は、業務の履行にあたり環境法令の遵守並びに建設業法、労働基準法、

職業安定法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法及び道路交通法等の諸法令

を遵守し、業務の円滑な進捗を図るとともに、諸法令の運用は、受託者の負担と

責任において行わなければならない。  
 

９ 環境への配慮 

本業務においては、本市の環境マネジメントシステムに準じ、環境負荷低減に

努めること。  
ア  電気、水道及び燃料等の使用にあたっては、極力節約に努めること。  
イ  ごみ減量及びリサイクルに努めること。  
① ゴミ分別の徹底を図ること。  
② 廃棄物の適正処理に努めること。  

ウ  自動車等を使用する場合は、できるだけ環境負荷の少ない車両を使用し、アイ

ドリングストップの実施など環境に配慮した運転を心がけること。  
① エコドライブの推進に努めること。  
② 環境保全の観点から、車両の点検・整備を日常的に実施すること。  

エ  業務に係る用品等は、札幌市グリーン購入ガイドラインに従い、極力ガイドラ

イン指定品を使用すること。  
オ  業務で使用する機器等は、可能な限り環境に配慮したものを使用すること。  
① 可能な限り低騒音型のものを使用すること。  
② 環境保全の観点から、点検・整備を日常的に実施すること。  

カ  業務に関わる従業員に対し、札幌市環境方針の理解及び業務と環境の関連に  
ついて自覚を持つような研修を行うこと。  

 

10 保険 

業務履行の期間中は、各種社会保険に加入しておくとともに、作業の期間中は、

任意の損害保険にも加入しておかなければならない。また、道路交通法の適用を

受ける車両等機材の使用にあたっては、自賠責保険と同額以上の任意保険に加入

しておかなければならない。  
 
11 休日又は夜間における業務 

業務履行の都合上、休日（管理事務所閉所日）又は夜間に作業をする必要があ

る場合は、あらかじめ業務員の承諾を得なければならない。  
 
12 天災等への対応 

豪雨、出水、地震、台風、その他自然災害に対しては、平素から気象予報など

について十分な注意を払い、常にこれらに対処できる準備をしておかなければな

らない。台風や強風等で倒木があった場合には、業務員に報告し、すみやかに伐

採処理を行うこと。豪雨や地震等により水害や地割れ等が生じた場合には、すみ



やかに土のうやブルーシート、危険防止テープ等で応急対策を講じること。  
 
13 事故報告 

受託者は、業務の履行中に事故が発生した場合には、直ちに必要な措置を講じ

た後速やかに業務員に報告しなければならない。  
 
14 施設等の使用 

受託者は、委託者より、業務の履行に必要な園内施設の提供を受けるとともに、

必要な場合は、委託者の所有する詰所、電気及び水道等の設備を使用することが

できる。  
 

15 用具及び消耗品 

業務を履行するために必要な用品及び消耗品は、特に、別途定めがあるものを

除き、受託者が負担すること。 

 

16 協議 

前記業務内容に疑義が生じた場合又はその他業務上必要な事項が生じた場合は、

委託者及び受託者双方が協議の上、これを決定するものとする。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
※別記 塵芥等の分別・収集方法について（霊園における分別・収集ルール）  
  「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「札幌市廃棄物の減量及び処理に関す

る条例」及び札幌市が定める「一般廃棄物処理実施計画」に基づき、下表のとお

り、霊園における事業系廃棄物の分別・収集方法についてルールを定めている。  
 
 

区分  主なごみの種類  備考  

一般廃棄物  供花（枯れ花）  
生ごみ  

ご飯物・果物・お菓子等  
線香  
ロウソク  
容器包装紙  
容器包装プラスチック  
骨箱  
白無地風呂敷  
骨袋  
位牌  
その他燃やせるごみ  

供花は、基本的に清掃時に

収集したもののみ蓄積保

管可とする。  
 
 
 
 
プラスチック製の「骨壺」

は一般廃棄物とする。  

再生可能品  ビン  
缶（アルミ・スチール）  
ペットボトル  

この 3 種類に分けて回収、

蓄積保管する。  

産業廃棄物  骨壺（陶器製）  中身を確認の上分別収集、

蓄積保管する。  
資源化ごみ（チップ化）  剪定枝 （十分乾燥させた

良質のものに限る）  
基本的に受託者が処分す

る。（生木は一般廃棄物）  

不法投棄物  自転車  
家電品等生活廃品  
その他  

必ず、業務員に報告し、指

示を仰ぐこと。  

 


